
気象・地震等の情報を扱う事業者等を対象とした講習会（第２回）

地震情報の紹介

平成30年7月12日

気象庁 地震火山部 管理課 地震津波防災対策室
地震防災係長 崎原 裕和



１．地震の観測監視体制
２．地震情報

緊急地震速報
地震情報（震源・震度）について
推計震度分布図

３．南海トラフ地震に関連する情報
４．⻑周期地震動とその情報

⻑周期地震動とは
⻑周期地震動階級
⻑周期地震動に関する観測情報
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本日の内容
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地震の観測監視体制
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・世界の地震のほとんどはプレート境界付近で発生。

・日本付近では、４枚のプレートが衝突。
（太平洋プレートやフィリピン海プレートの沈み込み、内陸の活断層などにより、大地震が繰り返し発生）

・日本周辺は世界の中でも地震活動が活発（マグニチュード６以上でみると、世界で発生する地震の約２割）。

北米プレート

アフリカプレート

南米プレート

インド・オーストラリアプレート

ユーラシアプレート

太平洋プレート

フィリピン海プレート

ナスカプレート

南極プレート
世界の地震活動

１０ｃｍ／年

３～５ｃｍ／年

日本付近のプレート

日本周辺の地震活動
（年間１０万個以上地震を観測）
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活発な日本周辺の地震活動
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処理・通信システム

静止気象衛星
（ひまわり）

気象庁観測施設

震度観測施設

約670箇所

地震観測施設

約300箇所

約80箇所

検潮所等

潮位観測施設

自治体・防災科学技術研究所等

震度観測施設

約3700箇所

約100箇所

検潮所等

潮位観測施設

国土交通省港湾局、国土地理院、
海上保安庁等

大学等関係機関、
防災科学技術研究所
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震度データ

地震波形

津波波高
(潮位)

震度
データ

津波波高
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地震波形
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○観測データの収集
○緊急地震速報の作成・発表

気象庁職員による監視

衛星回線

情報の伝達

観測データの伝達

凡例

バックアップ経路

商用通信衛星

衛星地上局

約230箇所

ＧＰＳ波浪計
海底津波計

国土交通省港湾局、海洋研究開
発機構、防災科学技術研究所、
東京大学地震研究所

津波観測
データ

観測点数は平成30年1月現在

津波観測
データ

約10箇所

海底津波計

津波観測施設

大津波警報・
津波警報・
注意報

○観測データのチェック、解析
○大津波警報・津波警報・注意報の作成、発表
○地震情報、津波情報等の作成、発表

地震津波の防災情報伝達までの流れ

約1200箇所

震度６弱以上(東京都23区内震度５強以上)：官邸「緊急参集チーム協議」開催
震度４～５弱以上：防災関係機関（警察、消防、国土交通省、海上保安庁，

防衛省など）による被害状況等の情報収集
震度４以上：内閣府総合防災情報システムによる被害規模（人的被害及び建築

物被害）等の推計
震度３以上：テレビ，ラジオによる速報
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地震・津波の観測網 2018年1月現在

地震観測網 震度観測網

震度に関する情報の発表に用いている緊急地震速報の発表などに用いている

震度観測施設多機能型地震観測施設
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地震・津波の観測網 2018年1月現在

津波観測網 ひずみ観測網

「南海トラフ地震に関連する情報」
の発表基準の対象となるひずみ観測点

「津波観測に関する情報」
「沖合の津波観測に関する情報」の発表に用いている

地殻岩石ひずみ観測施設
（東海地域）：27地点
このうち、２地点は静岡県が設置

津波観測施設



地震情報
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地震観測施設

震度計

気象庁の発表する地震・津波に関する情報

津波観測施設

観測
データ

気象庁にある地震現業
（24時間監視）

数秒〜
十数秒後

３分後1.5分後 ５分後
地震

津波に関する警報・情報

緊急地震速報

津波警報・注意報 津波情報
（予想される津波の高さ・
到達予想時刻）

津波情報
（観測された津波の高さ・

到達時刻）

震度速報
（震度３以上を観
測した地域）

震源に関する情報
（震源・規模）

震源・震度に関する情報
各地の震度に関する情報

推計震度
分布図

15分後

20分後

⻑周期地震動に関
する情報（試⾏）
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緊急地震速報

9



緊急地震速報とは、地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し、可能な限り素
早く知らせる情報

10

緊急地震速報の仕組み

※時間をかければ精度はよくなるが、強い揺れには間に合わなくなる
※地震を検知してから発表する情報であり、「地震予知」ではない



警報

・２点以上の地震観測点で観測
（確実性を高めるため）

・最大震度５弱以上を予想した場合、震度４
以上を予想した地域（全国約１９０地域に
分割）に対して警戒が必要な旨を発表

・ある地域で、震度３以下の予測が震度５弱
以上になった場合は、対象全地域に後続
報を発表

・テレビ、ラジオ、携帯電話（緊急速報メー
ル）等で伝達

予報

・１点以上の地震観測点で観測
（１点でも迅速に発表）

・震度３以上またはマグニチュード3.5以上を予想した
場合等に発表

・気象庁発表の地震の発生場所（震源）やその規模
（マグニチュード）に、予報業務許可事業者が予想
震度、強い揺れの到達予想時刻等を付して発表

・予想が一定基準変化する毎に発表

・専用受信端末やスマートフォンのアプリ等で受信し、
さまざまな用途に活用

予想
震度
６強

あと10秒

特定の場所や任意の基準で、利用者ニーズに合
わせて報知させることができる

その地域にいる人に対して、端的に警戒
を呼びかける（警報） 11

緊急地震速報の警報と予報



■完全自動で人の手を介さずに発表
■発表から現象が発生まで非常に短時間（秒単位）

■内陸の浅い場所で地震が発生した場合など、震源に近い

場所では強い揺れの到達に原理的に間に合わない

■予想する震度には±1階級程度の誤差

■地震観測網から遠い海域、非常に深い場所で発生した地

震では誤差が大きくなる

■Ｍ８程度以上の地震では、短時間でＭを正確に推定する

ことが難しく、誤差が大きくなることがある

■地震活動が活発な時など、ほぼ同時発生する複数の地震

を区別できず、適切な内容発表できないことがある

■地震以外の揺れや機器障害により誤った情報を発表する

可能性がある

緊急地震速報の特性

12



警報

予報

警報・予報（第15報）
発表地域

観測された震度

震度６強以上を観測した茨城県など
関東地方には警報を発表できなかった

地震の規模・予測震度
過小評価

複数地震が同時発生
同一地震と判定

▼

▼

▼

▼
▼

★

情報発表時の震源

★

震源①

３

４

５

１

２計算に使用した
観測点

計算に使用した
観測点

★

震源②

東日本大震災以後の技術的課題

13



同時多発地震
分離・識別

震源決定や同一地震判定で用いた

データや手法を統合的活用
周辺の震度から震度予測
巨大地震時でも適切に震度予測

震源を推定
せず震度予測

ＩＰＦ法
ＰＬＵＭ法

従来型予測（ＩＰＦ法）と PLUM法の融合 ハイブリッド法

精度向上に向けた新しい⼿法の導⼊

14

手法 A

手法 B

手法 C

ＰＬＵＭ法



新しい手法による緊急地震速報イメージ 南海トラフ地震

緊急地震速報（予報） 緊急地震速報（警報）

15
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地震情報（震源・震度）について

16



○ 「揺れました」という実測値。加速度や速度、変位という指標もあるが肝心なのは人間がどのように感じるか。
○ 阪神大震災の時の教訓＝「強震動被害の概要把握に時間がかかりすぎた」
○ 当時気象官署にのみ整備されていた震度計の全国展開
○ 震度計のメリット＝観測客観化、多点化可能、通報迅速化。← 震度の計測化は日本のみ。
○ 気象庁、研究機関(NIED)、地方自治体の役割分担 → 現在全国4,000点超
○ 委託検定合格＆設置環境基準を満たした点の観測値は震度情報で発表・還元

○ 防災関係機関の体制立ち上げのためのトリガ
○ 現在15秒毎に更新。その後、地域及び市町村毎（震源・震度に関する情報）、観測点毎（各地の震度に関する情報）
の詳細震度情報がそれに続く。（「５弱未入電」で本当に激甚な被害の可能性の覚知。推計震度分布情報も。）

震度について

17



震度の揺れ等の状況（概要）

18
リーフレット「その震度 どんなゆれ？」
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/index.html

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/index.html


地震情報 発表例

震度３以上を観測した地域名

地震の揺れの検地時刻

気象庁ホームページ 震度情報や緊急地震速報で用いる区域の名称
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/shindo-name.html

津波警報・注意報を発表しない場合に、その
旨を速報する

震度速報
発表基準：震度３以上

震源に関する情報
発表基準：震度３以上
(津波警報または注意報を発表した場合は
発表しない)

19

地震発生約１分半後に、震度３
以上を観測した地域名と地震の
揺れの検知時刻を速報。
防災の初動対応に迅速に活用で
きるようにする。

地震発生約３分後に、津波の心配がな
い」または「若⼲の海⾯変動があるかもし
れないが被害の心配はない」旨を付加し
て、地震の発生場所（震源）やその規
模（マグニチュード）を発表。

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/shindo-name.html


地震情報 発表例

震度３以上を観測した地域名

津波警報・注意報を発表しない場合に、その旨
を速報する

市町村ごとの観測した震度

各観測点で観測された震度

20

震源・震度に関する情報
発表基準：(次のいずれかを満たした場合)
•震度３以上
•津波警報・注意報発表または若干の海面変動
が予想される場合

•緊急地震速報（警報）を発表した場合

各地の震度に関する情報
発表基準：震度１以上

地震発生約５分後に、地震の発
生場所（震源）やその規模（マ
グニチュード）、震度３以上の地
域名と市町村毎の観測した震度
を発表。 時間経過と共に詳細な
情報を発表

地震発生約５分後に、観測点
（市町村毎）での震度１以上の
揺れを把握する。 時間経過と共
に詳細な情報を発表
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遠地地震に関する情報

・国外でマグニチュード 7.0 以上の地震、または都市部など著しい被害が発生する可能性がある地域で
規模の大きな地震を観測した場合などに、地震発生後約30分を目処に国内に向けて発表

・日本や国外への津波の影響や観測状況についてお知らせする。

遠地地震に関する情報を活用するときの注意点

・海域で規模の大きい地震が発生すると日本へ津波が到達することがあるが、津波が国内に到達するまで
十分時間がある場合には、気象庁は日本への津波の有無について調査し、津波が国内に到達する数時間
前を目安に津波警報や注意報を発表する。

・海外での津波観測状況については、遠地地震に関する情報の続報で発表する。

・「日本への津波の有無について調査中」「津波発生の可能性がある」旨が発表された場合は、その後の気
象庁が発表する情報に注意が必要。
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推計震度分布図

22



実際に観測された震度（左側）と推計震度分布図（右側）
震度５弱以上を観測した地震について、地表付近の地盤の増幅度（地表付近における揺れの増幅を示す指標）を使用して
推計震度４以上の範囲を示した図を作成し、公表。

平成16年（2004年）新潟県中越地震の例

23

推計震度分布図

震度の面的な広がりを把握し、発災直後の
迅速かつ的確な防災対応への活用を目的に、
地震発生約15分から30分後に発表



南海トラフに関連する情報

24
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南海トラフ地震に関連する情報
・南海トラフ地震は、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源域として繰り返し発生してきた
大規模地震であり、次の地震発生の切迫性が高まっている

・気象庁では、関係機関の協力を得て、南海トラフ全域の地震活動や東海地域とその周辺の地殻変動
の観測データを24時間体制で監視
・南海トラフ沿いで異常な現象を観測した場合等には、「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）を発表」

※１ 南海トラフ沿いでマグニチュード７以上の地震が発生した場合や東海地域に設置されたひずみ計（P.6参照）で
有意な地殻変動をとらえた場合など。



南海トラフ地震に関連する情報(臨時)を発表するまで

26
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長周期地震動とその情報



【大阪湾岸の55階建高層ビル】

●内装材・防⽕⼾等の損傷（合計360か所）
・防⽕⼾のゆがみ、天井の落下、床⾯の⻲裂等。
●エレベータの停止・閉じ込め
・全32基停止。４基でローブの絡まり。

（⼤阪府総務部資料より）

地表の震度は３

（波形データは建築研究所より）

東北地⽅太平洋沖地震の際の高層ビル

・管理センターなどが設置されることが多
い低層階では、高層階が大きく揺れて
いることが地表の震度だけでは想像で
きない場合がある。

・低層階と⾼層階での揺れ⽅が⼤きく異なる。
⇒⻑周期地震動が⾼層ビルを⼤きく揺らしたため 28



⻑周期地震動とは？
○⻑周期地震動とは、⼤きな地震が発⽣したときに⽣じる、周期
が⻑い揺れのこと。
【特徴】
・マグニチュードの⼤きい地震ほど周期の⻑い⼤きな揺れが発⽣。
・周期が⻑いほど遠くまで伝わる（減衰しにくい）。
・三大都市圏などの堆積層が厚い平野で増幅。

⾼層ビルは（固有周期が⻑いので） 、⻑周期地震動に共振
すると⼤きく⻑く揺れる

地震が発生した場所から数百km
はなれたところでも⼤きく⻑く揺れる

ビルの低層階に比べ、
⾼層階で⼤きく⻑く
揺れやすい

29



震源時間
断層の大きさ

M8.0M7.0M6.0

周期の⻑い波
大小

より⻑く
より大きく

⼤きな地震で⻑周期地震動がでやすい

⼤きな地震ほど⼤きな⻑周期地震動を⽣み出す

30



Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
ＦＧＨＩ

Ｊ

Ｋ

Ａ：涌谷町新町
Ｂ：柴田町船岡
Ｃ：田村市船引町
Ｄ：常陸⼤宮市中富町
Ｅ：東京千代田区大手町
Ｆ：湯河原町宮上
Ｇ：静岡駿河区曲⾦
Ｈ：豊橋市向山
Ｉ：中部国際空港
Ｊ：近江八幡市桜宮町
Ｋ：大阪中央区大手前

変位波形（東⻄動）周期6秒以下（cm） 加速度波形（東⻄動）（cm/s2)

⻑周期地震動は減衰しにくい

東北地⽅太平洋沖地震の例
周期が⻑いほど遠くまで伝わる

31



地下構造モデルから計算される⻑周期地震動の揺れやすさ（横田・他, 2011)

堆積平野など堆積層が厚い地域で⻑周期地震動が揺れやすくなっている傾向

サイトによる増幅

32



周期・・・振り⼦が１往復にかかる時間

振り子は、
短い糸では早く（短い時間で）、
⻑い⽷ではゆっくり（⻑い時間で）
１往復します

⻑周期地震動・・・周期の⻑い揺れ
⻑周期地震動とは？

33



揺れやすい周期・・・高さで違う

⼾建て住宅
・・短い振り子

⾼層ビル・・⻑い振り⼦

⻑周期地震動とは？
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なぜ、高層ビルは“ユラユラ”と大きく揺れるのか
ポイントは 固有周期 と 共振

⻑い固有周期

地震の揺れにも、
短周期（ガタガタ）と、⻑周期（ユラユラ）
が両方含まれています。

建物にはそれぞれ固有周期があります。

短い固有周期

短
共 振 共 振

WANPUG

WANPUG

⻑周期地震動とは？
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高層ビルは、 短い周期の揺れには、「柳に⾵」のように、揺れを逃がすよ
う、柔らかくできています。ところが、⻑い周期の揺れがあると、『共振』し
てしまい、⼤きく・⻑く揺れることがあります。

高層ビルの特徴
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阪神淡路⼤震災の揺れの再現
〜３階建物の３階室内〜

提供：防災科学技術研究所

短周期の揺れ
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提供：

⻑周期の揺れ
超高層建物のオフィス空間の揺れを再現（30階相当）
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共振
⼊⼒地震動の周期 ≒ 固有周期

構造物が大きく揺れる

⻑周期地震動では、⾼層ビルが⼤きく揺れる

⼊⼒地震動の周期

固有周期1.5秒相当 3.0秒相当 5.0秒相当

共振で大きく揺れる高層ビル
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• 平成15年（2003年）⼗勝沖地震(Ｍ8.0)
– 苫小牧(震度５弱)での石油タンク火災

• 平成16年（2004年）新潟県中越地震(Ｍ6.8)
– 東京(震度３)の高層ビルでエレベータのケーブル損傷

• 平成23年（2011年）東北地⽅太平洋沖地震(Ｍ9.0)
– 東京23区内(震度５弱〜５強)の多くの高層ビル高層階で、恐怖感を抱くような
ゆっくりとした⻑い揺れ

– 大阪市住之江区(震度３)の55階建て高層ビルでエレベータのロープ類の損傷や
内装材等に被害

（地震調査研究推進本部報告書より抜粋）

2011年東北地⽅太平洋沖地震のときの東京都内のビルの室内の様⼦（⼯学院⼤学提供）

⻑周期地震動による被害の例
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⽂部科学省地震調査研究推進本部
地震調査委員会の⻑期評価 ２０１８年

南海トラフの巨大地震 （Ｍ８〜９クラス）
30年以内に発⽣する確率 70〜80％

41

これから懸念される⼤地震

41

南海トラフの巨大地震が発生すると⻑周期地震動によ
る被害が広い範囲で生じる可能性大



震度と⻑周期地震動
【震度について】

・以前は、震度は体感および周囲の状況から推
定していたが、平成８年（1996年）４⽉以
降は、計測震度計により⾃動的に観測。計測
震度を算出する際に、右の図にあるようなフィル
ターをかけている（比較的短周期の揺れを対
象としており、⻑周期側はカット）。

・震度は、地表付近における揺れの大きさの指
標であり、高層階の揺れを対象としているもので
はない。

「地震の揺れを科学する」より

震度が主に対象とする周期

【構造物の固有周期の例】

【震度を計算するときのフィルター】

⻑周期地震動による⾼層ビルの
⾼層階の揺れは震度では把握できない

0.5Hz(→周期2秒)より
⻑周期側は徐々にカット
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⻑周期地震動階級
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○気象庁では、平成23年度以降、有識者による検討会を開催し、⻑
周期地震動に関する情報のあり方について検討。
○平成24年度に震度では表現できない⻑周期地震動による揺れに
対する指標として⻑周期地震動階級を定めた。

【⻑周期地震動階級】

⻑周期地震動階級と⼈の体感・⾏動、室内の状況等の関連

⻑周期地震動階級について
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・周期1.5秒くらいから⻑い周期では、⼈の感じ⽅が異なり、速度が⼤きくなると⼈の⾏動の困難さなどが増す傾向。

２秒 ３秒 ４秒 ５秒 ６秒

100cm/s

50cm/s

床応答
速度

20cm/s

立っていることが困難、這いつくばる

歩けるが、やや支障あり

⾼
層
階
の
床
最
⼤
速
度

周期

【東北地⽅太平洋沖地震におけるアンケート】
（肥田・永野, 2012)

【⼈の⾏動の困難さと床最⼤速度】
(気象庁調査）

⽴っていること
ができなかった

歩いたり動いたりする
ことに、やや支障あり

支えれば立っていられるが、動けない

床
最
⼤
速
度

⾏動の困難さなどの状況を区分しやすい観測値
→最⼤床応答速度（空間に対する床の揺れ）

「⻑周期地震動に関する情報検討会平成２４年度報告書」

周期【什器の転倒の状況と床最⼤速度】
(気象庁調査）

⻑周期地震動による⼈の⾏動の困難さや什器の転倒
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高層ビルをモデル化（１質点減衰系）
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加速度波形（地震計で観測）

南北成分 東⻄成分

【ステップ①】地震計で観測した
加速度波形を、振り⼦モデル
（周期1.6〜7.8秒 0.2秒
刻み）の地面の揺れとして入
⼒する。
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絶対速度応答波形（実際には各周期ごと）

【ステップ②】各周期ごとに振り子の揺れ
（絶対速度応答波形）が得られるので、
得られた波形をベクトル合成する。

【ステップ③】 各周期での振り子の揺れ（絶対速
度応答波形）の最⼤値を周期ごとにプロットし、
絶対速度応答スペクトル（Sva）を得る。

絶対速度応答スペクトルから⻑周期地震
動階級を算出

周期

絶
対
速
度
応
答
ス
ペ
クト
ル

階級１

階級２

階級３
階級４
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ベクトル
合成

地震動

地震時の高層階の床の揺れ → 地震動を外⼒とした振り⼦の揺れで代⽤（絶対速度応答スペクトル）

【ステップ④】 絶対速度応答スペクトル（Sva）の値
を、以下の表を⽤いて⻑周期地震動階級にする。

減衰定数は５％
振り子の揺
れを計算

階級1 5cm/s≦Sva＜15cm/s
階級2 15cm/s≦Sva＜50cm/s
階級3 50cm/s≦Sva＜100cm/s
階級4 100cm/s≦Sva

⻑周期地震動階級の算出⽅法

・地表で観測した加速度波
形を⼊⼒
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⻑周期地震動階級

⻑周期地震動説明ビデオ（約６分）
気象庁HP
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/choshuki/choshuki_eq5.html
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平成23年（2011年）東北地⽅太平洋沖地震

震源に近い東北地⽅だけではなく、関東地
⽅や⽇本海側でも⻑周期地震動階級３以
上を観測

平成16年（2004年）新潟県中越地震

震源から離れた関東地⽅で⻑周期地震動
階級２を観測

過去の地震における⻑周期地震動階級
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⻑周期地震動に関する観測情報
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⻑周期地震動階級の気象庁HPでの試⾏提供
○気象庁は、⻑周期地震動階級を⾼層ビルにおける被害発⽣の可能性
の認識などに役⽴ててもらうことを⽬的に、平成25年3月より、気象庁
ホームページで試⾏的に情報提供。

気象庁震度計 気象庁
試⾏提供のページ（気

象庁HP）

波形データ等 解析結果
ダウンロード

閲覧

ユーザー
応答スペクトル等、詳細
なデータを知りたい場合
はホームページからダウ
ンロード

・⻑周期地震動階級
・応答スペクトル
・時刻歴波形
などを画像やcsvで提供

波形データから⻑周期
地震動階級等を解析

⻑周期地震動階級３以上を観測した地震（運⽤開始以降、⾚字は階級４の地震）
・平成26年11月22⽇の⻑野県北部の地震（M6.7）
・平成27年5月13日の宮城県沖の地震（M6.8）
・平成28年4月14日の熊本県熊本地方の地震（M6.5）
・平成28年4月15日の熊本県熊本地方の地震（M6.4）
・平成28年4月16日の熊本県熊本地方の地震（M7.3）
・平成28年10月21日の鳥取県中部の地震（M6.6）

（全国約670箇所）

地震発生後20〜30分程度
で公開
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⻑周期地震動に関する観測情報（試⾏）
気象庁ホームページ

クリック

地震情報のページ
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トップページの例

加速度波形の数値データのダウンロー
ド（階級１以上の地震のみ）

⻑周期地震動階級の
分布図

・震度１以上を観測した気象庁観測点について、⻑周期地震動階級の他、それらの
元となる、各観測点における周期毎の⻑周期地震動階級データや、応答スペクトル
の計算結果、加速度波形※等の詳細な内容を画像や電子データで提供。

※加速度波形の電⼦データについては⻑周期地震動階級１以上を観測した場合

⻑周期地震動に関する観測情報（試⾏）

観測点を選択すると、観測
点毎の詳細ページに

⻑周期地震動階級1
以上を観測した地域

観測点毎の⻑周期地震動階級
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観測点毎のページの例

絶対速度応答スペクトル

減衰定数0.5%・2%・
5%・20%で切り替え可

絶対加速度応答スペクトル

加速度・速度・変位の最⼤値

減衰定数0.5%・2%・
5%・20%で切り替え可

加速度波形

速度波形

震度情報での震度 ⻑周期地震動階級データ
（周期帯別の階級値）

応答スペクトルの数値
データのダウンロード

⻑周期地震動に関する観測情報（試⾏）

⻑周期地震動階級
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関連URL
○ パンフレット「地震と津波」
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/jishintsunami/index.html
○ 地震・津波の観測監視体制
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/monitor/index.html
○ 緊急地震速報について
https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/
○ 地震情報について
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/seisinfo.html
○ 推計震度分布図について
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/suikei/kaisetsu.html
○ 南海トラフ地震について
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/nteq/index.html
○ 長周期地震動について
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/choshuki/index.html
○ 津波警報・注意報、津波情報、津波予報について
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html
○ 北西太平洋津波情報
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/nwpta.html

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/jishintsunami/index.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/monitor/index.html
https://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/seisinfo.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/suikei/kaisetsu.html
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/nteq/index.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/choshuki/index.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/nwpta.html

